
ヤゴとカメムシとナメクジと 

第二寺島小学校長  冨永 央星 

先週、校門に立っていると１年生の男子が、校帽を 

 かぶらずに手でゴム紐をもって、ぐるぐる振り回しな 

 がら歩いてきました。これは、しっかり指導した方が 

いいかな。と思い、まずはひと声「帽子を振り回して 

どうしたの？」と聞いてみました。すると、意外な答 

えが返ってきました。「帽子が臭くてかぶれない。」と 

いうのです。「どうして臭くなってしまったの？」と聞 

くと、「カメムシとナメクジを捕まえて帽子に入れて 

おいたら臭くて、ベタベタになっちゃった。」との事。 

「あらら、それはかぶれないね。」と、つい笑ってし 

まいました。ダンゴムシはよくあるけれど、よりによって、その組み合わせとは･･･。「よく素手 

で捕まえたね。どこにいたの？」と、そのあと虫の話に花が咲きました。 

 

６月といえば、梅雨の季節。毎年、この時期になると、しとしと降る雨が続きますね。雨は 

時にうっとうしく感じることもあるかもしれませんが、自然にとっては大切です。梅雨の雨が 

しっかりと降ることで田んぼの稲がすくすく育ちますし、山の木々も潤いを保ちます。先ほど 

の１年生との会話のように、いろいろな虫や生き物もいきいきとしてきます。 

 そして、そんな梅雨の入り口に、３年生の子供たちは、授業で「ヤゴ救出作戦」を行いました。 

プールの周辺の状況など、年によって生育が違うのですが、今年はたくさんのヤゴを救出する 

ことができました。ご存知の通りヤゴはトンボの幼虫です。池や水槽の中で静かに暮らしながら 

成長すると羽化して美しいトンボへと変身します。子供たちは水の中のヤゴをじっと観察し、「動 

いた！」「エサを食べてる！」と興味津々の様子でした。トンボが飛ぶためには、まずヤゴとし 

てしっかり育つことが大切です。それは、私たちの成長とも似ていますね。３年生の皆さんがヤ 

ゴを観察しながら学んだことは、きっとこれからの成長にも役立つはずです。 

 

また、６月はスポーツテストが行われています。先日も高学年と低学年のペアで計測を行いま 

した。高学年は、低学年のサポートをしながら一緒に記録を測定します。「右足からステップを

踏んでみたら」「このタイミングで跳ぶといいよ」と励ましの声があちこちで聞こえました。 

低学年の児童たちは高学年のアドバイスを受けながら、懸命に挑戦し、計測が終わった後には

「よく頑張ったね！」と温かい声をかけてもらっていました。こうした日常の取組が、本校の目

標である「思いやりがあり助け合う子」を育くんでいくのですね。 

６月は、学校公開を予定しております。頑張っている児童の姿を、是非ご参観いただければと

思っております。保護者、地域の皆様のご来校をお待ちしております。 
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教 育 目 標 

○よく考えて 工夫する子 

◎思いやりがあり 助け合う子 

〇体力のある 元気な子 

〇ねばり強く やりぬく子 

学校だより 

 

～百年の思いやり～ 



 


